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1.　人工汚染布調製用汚染浴 には汚 れ成 分の一つ とし

て カーボンブラ ックが加 えられ てい るが，こ のカ ーボン

ブ ラ ックの比表面積 ならびに表面構造 を変 えると布地の

汚染 性， 洗浄性 が異なってくることについ てはすでに一

部 報告し た。 今回は引き続き，粒 子径 の大小， ストラク

チャー（ 鎖状構造）の有無， 油状成 分の抽出・未抽出な

どが綿布の汚染性 にい かなる影 響を及ぼすかをecu 分

散媒 汚染 浴につい て検討し た。

.   2.　市販 のカーボンブ ラッ クをそのまま用いて， これ

らの関係 を明らかにすることは困難 である。 本 実 験 で

は， カーボンブ ラ ックの ストラ クチャーが， カーボンブ

ラ ックをボ ール ミルにかけ ることに より破壊 され る事実

に着 目し， まず試料カ ーボンとして ストラ クチ ャーの非

常に発達し たH.S. 一500 （F ）を選び，これを ボールミル

に１時間あ るいは２時間かけて ストラ クチ ャーの度合い

の大中小の試料を作って比較し た。 同様にし てP-33, 旭

葬60,   Vulcan  SC につ き， スト ラクチ ャーを破壊し，粒

子 径の大小 の影響のみをみた。 また，抽出，未抽出 の影

響 はP-33 と 旭 棉60によってみた。

3. 汚染性は， ストラクチ ャーについ ても，粒子径に

つ い ても小 のものほ ど汚染率 が高い。 また， 油状成分 を

抽出し たカーボンブ ラックは未抽出 のものより汚染率 が･

高い。汚染 むら を生 ずる原因は主 とし てスト ラクチ ャー

であ る。


